
第１９２図 東台遺跡９８号住居跡出土土器�（１／４）
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第１９３図 東台遺跡９８号住居跡出土石器（１／４、２／３）
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１３は地文条線のみの胴部片。

１４は胴上部の張る深鉢で地文縄文の上に隆帯で直下

懸垂文と細い蛇行文を６単位配す。１５と１６は地文撚糸

文で、１６は胴部につなぎ文を沈線でつなぐ。１７～１９は

区画文と渦巻文を口縁文様帯とし、１８は磨消懸垂文を

もち、１９は地文条線。２０と２１は地文撚糸文で連弧文を

もつ。２２～２５は地文条線で連弧文・沈線の垂下文をも

ち、２５はミニチュアである。２６は地文撚糸に沈線によ

る蛇行文を加える。２７は突出上面の渦巻文周辺を刺突

する。３０～３３は深鉢底部で、３３はミニチュア精製土器

である。１７～３３は加曽利 EⅡ式。

３４は押引文列をもつ浅鉢で勝坂Ⅰ式。３５と３６は押引

波状文をもち胎土に金雲母をもつ阿玉台Ⅱ式。３７～４６

は幅広押引文と三角押文を基調とする類。４７～５２と５４

は筒形深鉢で爪形文と三叉文が著しい。５５～５７は深鉢

の把手で隆帯に刻目文をいれる。５８～７２は口縁が膨ら

み胴部が筒形となる深鉢で、隆帯で楕円形区画を連続

させる特徴があり、区画内は沈線列で隆帯上には爪形

刻目が入り、この上下は斜縄文の地文のみである。７３

は沈線列の著しい浅鉢。７４は前に突出する把手。７５は

無文口縁の浅鉢で文様帯は沈線列を楕円形区画で囲む。

７６は無文の把手状口縁部。７７はミニチュアの深鉢。７８

は地文縄文の、７９は無文胴部片を側面調整した土製円

板である。４７～７６は勝坂Ⅲ式（第Ⅴ様式）である。

（３）集石土坑

９８号住居跡の覆土内に１基検出した。住居跡の床面

を壊して構築している。

【出土土器】（第１９５図上１～７）

１は隆帯裾に爪形文を入れる勝坂Ⅲ式。２は大深鉢

の口縁部文様帯で２本組み隆帯による区画文をつくる。

３は縄文を４は撚糸文を地文とし沈線で懸垂文をつく

る。５は沈線の垂下文をもつ底部。６は沈線で肋骨状

文をつくる曾利Ⅳ式。

（４）土坑

土坑２基を検出した。土坑１は８３号住居跡の東側に

隣接する。土坑２は８３号住居跡内で検出した。

第８７表 東台遺跡第４６地点土坑一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

土坑１ 円形 １１６×１１４ ７４×７０ ９２ 土器多量出土

土坑２ 楕円形 １０４×７４ ８６×５４ １７ ８３号住居内

【土坑１出土土器】（第１９５図下１～３９）

１は波頭に近い口縁で区画内側に２列の押引文を入

れ押引きによる波文をもつ。２は三角隆帯によるクラ

ンク状懸垂文をもち、底面には植物の圧痕がある。１

と２の胎土には金雲母を多く含む。共に阿玉台Ⅱ式。

３は区画内に連続爪形文と半月状刺突を入れる蓮華

文をもつ。４～６は口縁に大把手をもち隆帯上に連続

爪形文、不定形区画内に三叉文と沈線列をもつ。７～

９は隆帯上に爪形文をもち、文様帯は縦長化した区画

内を沈線列と三叉文で埋める類で頸部文様帯をもつ。

１０はこの類の無文口縁部。１１～１７は４～９より小さい

深鉢の胴部文様帯と素文帯部分である。１５は１４と同類

で円形刺突文が加わる。１６・１７は同一個体である可能

性が高い。１８は７と同巧の文様をもつ。３は勝坂Ⅳ様

式、４～１８は勝坂第Ⅴ様式であろう。１９は大深鉢で口

唇にはC字状爪形文、幅広押引文、三角押文がセッ

トになる厚さ２�の大形口縁部片。２０は山形把手頂が

扇形に突出し沈線による波形を描き胎土に金雲母をも

つ阿玉台Ⅱ式新相のもの。２１と２２は幅広押引文をもつ

類で勝坂Ⅳ様式。２３～２６はラフな沈線列の土器で勝坂

式末期。

２７は無文口縁で胎土に白色細砂粒を含む。２８は胎土

に金雲母をもつ素口縁。２９は素文帯下に LR縄文が全

面に施文される。３０はRL縄文を全面に施文する胴下

部。３１は深鉢底部で、３２は浅鉢底部。

３３は波状口縁下に前に突出した凸帯と区画隆帯をも

つ。３４は口縁文様帯片横位施文の撚糸と貼付隆帯が特

徴。３５は区画文を沈線列で埋める。３６と３７は櫛状条線

を地文とし、波頭に丸味のある連弧文土器。３８と３９は

櫛状条線を地文とし、半裁管状工具で連弧文と蛇行懸

垂文を描く。３３・３４は加曾利 EⅠ式。３６～３９は加曾

利 EⅡ式。１号土坑土器は９０～９５％が勝坂Ⅳ・勝坂

Ⅴ様式で８３号住居の遺物組成に近い。
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No. 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲
礫数 重量 赤化 完形礫（％） 備考

個数 重量 個数比 重量比 個数 重量 個数比 重量比
楕円形 ７６×５８ ３０×２１ １８ ５０×３８ １１７ ９５５０ ８ １８８０ ６．８％ １９．７％ １２ ２３２０ １０．３％ ２４．３％

遺構 No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 重量 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

８３号住居 ２６ナイフ ２．２ １．４ ０．７ １．９ 黒曜石 縄文時代 No．８

８３号住居 ２７打製石斧 ６．８ ４．７ ２．６ ９１．６ 頁岩 縄文時代 No．１

８３号住居 ２８打製石斧 ８．７ ５．６ １．９ １２２．９ 砂岩 縄文時代 No．１５

９８号住居 ８０楔形石器 ２．３ ２．０ ０．９ ２．８ 黒曜石 縄文時代 No．２３１

９８号住居 ８１調整剥片 ２．３ ２．０ ０．６ ２．０ 黒曜石 縄文時代 No．１

９８号住居 ８２火打石 ３．０ ２．８ １．５ １２．８ チャート 縄文時代

９８号住居 ８３打製石斧 １３．８ ４．８ １．９ １５４．１ 緑泥石片岩 縄文時代

９８号住居 ８４打製石斧 １０．６ ４．９ ２．２ １１３．９ 砂岩 縄文時代 No．３２

９８号住居 ８５打製石斧 １０．１ ５．９ ２．３ １６０．７ 砂岩 縄文時代

９８号住居 ８６打製石斧 ９．５ ５．５ １．４ １１５．３ 緑泥石片岩 縄文時代 No．２６

９８号住居 ８７打製石斧 ８．２ ５．３ ２．５ １１７．３ ホルンフェルス 縄文時代

９８号住居 ８８打製石斧 ７．６ ４．３ ２．１ ８１．４ ホルンフェルス 縄文時代

９８号住居 ８９打製石斧 ７．４ ７．２ ２．３ １３０．０ 珪質細粒砂岩 縄文時代

９８号住居 ９０磨製石斧 ９．２ ４．２ ２．１ １４４．２ 蛇紋岩 縄文時代 No．２４６

９８号住居 ９１たたき石 ９．６ ３．２ ２．０ ８０．１ 片岩 縄文時代 No．５７

９８号住居 ９２たたき石 ８．８ ４．５ ２．９ １８５．８ 砂岩 縄文時代 No．８２

９８号住居 ９３打製石斧 １１．８ ７．４ ４．０ ３６５．８ 砂岩 縄文時代 No．６４

９８号住居 ９４磨製石斧 ５．６ ２．６ ０．８ ２１．９ 粘板岩 縄文時代

９８号住居 ９５くぼみ石 ６．２ ５．２ ２．１ ５３．１ 緑泥石片岩 縄文時代 No．９７

９８号住居 ９６くぼみ石 １１．２ １０．８ ５．０ ８０３．３ 砂岩 縄文時代 No．２４３

集石２ ７ 磨石？ １２．０ ８．７ ４．１ ７００．１ 閃緑岩 縄文時代 No．１

第８８表 東台遺跡第４６地点集石一覧表 （単位�･g）

第８９表 東台遺跡第４６地点出土石器一覧 （単位�･g）

第１９４図 東台遺跡第４６地点土坑（１／６０）集石１～４（１／３０）
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第１９５図 東台遺跡第４６地点土坑・集石出土土器・石器（１／４）
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第Ⅲ部 まとめ

第１章 ２００６年度の調査について

２００６（平成１８）年度は、５２件の試掘調査を行い、う

ち８件が個人住宅建設に伴う本調査、１件が公共工事

に伴う本調査、９件が民間開発に伴う本調査に移行し

た。その他、１０件の工事立会を行った。工事立会を除

いた開発面積６０，９７６㎡のうち２１，７２７㎡を調査したこと

になる。前年度と比較すると面積は３倍近くに増加し

ている。新設小学校建設に伴う調査が増加分の大きな

比重を占めているが、翌年度に調査が継続している面

積（西遺跡１地点の３，０００㎡）も含まれているので、

実質の調査面積はやや少ないのであるが、それでも近

年中では発掘の多い年であった。

開発の内容は、相続に伴い建売住宅や宅地開発する

例が多かった。基礎工事が遺構面に影響を及ぼさない

ため宅地部分は保存し、道路部分や削平部分を発掘す

る等、部分的な発掘であった。

【旧石器時代の調査】今年度は４ヶ所で旧石器時代の

遺構を検出した。鶴ヶ舞遺跡は福岡江川左岸の斜面に

位置し、７地点と今回の１０地点の２ヵ所で礫群を検出

している。川から１００�離れ、現谷底とは３～４�の

比高差がある。

江川南遺跡は福岡江川を挟んで鶴ヶ舞遺跡の対岸の

右岸斜面地に位置する。２２地点は川から５０�、２３地点

は２０�の近距離にあり、現谷底とは１～２�の比高差

がある。今までに２・１１・１９地点と合わせ５ヶ所で旧

石器時代の礫群・石器群を検出しており、東西１５０�、

南北１２０�の広範囲に分布する。いずれの個所でも礫

群は径１～２．５�の比較的小規模なものであり、５～

１０�の範囲に２，３基の礫群がまとまって分布する。

一方、石器群は径５�以上の広い範囲に分布する場

合が多いが、２２・２３地点では石器点数が少なく、礫群

に付随するような小規模なものであった。

東台遺跡第４５地点では長１１．４�、幅６．９�、厚５．５�

重さ５６０gもある黒曜石の石核が出土した。石器群は

立川ローム第Ⅴ層から第Ⅵ層にかけて３か所検出した

が、石核はその石器群の南西端で検出した。５�前後

の縦長剥片を剥離していった残核で、石器群からは同

じような石質の縦長剥片やナイフ形石器を検出したが、

今のところ接合には至っていない。

今後、石器・礫ともに遺構間の接合を試み、遺構の

新旧関係や集団の移動を復元できるようなデータを蓄

積していきたい。

【縄文時代】早期・前期と思われる遺構には浄禅寺跡

遺跡第２６地点の炉穴がある。１０基検出し、うち４基か

ら早期の土器片を検出した。２～７�間隔で点在し、

足場を共有するような遺構同士の重なりはない。

この他に西ノ原遺跡第１３５地点で１基、神明後遺跡

第２８地点で３基の炉穴を検出しているが、時期の確定

できる遺物はない。神明後遺跡の場合、３基の炉穴が

放射状に配置され、外側に焼土面を持つという特徴が

あるが、中心部は風倒木痕により撹乱される。

中期では６ヶ所の調査地点で住居跡を検出した。

亀居遺跡第６１地点では中期前半、阿玉台Ⅱ式期古相

の住居跡を検出した。阿玉台１b式期からⅡ式期と推

測する本遺跡の集落時期の範疇に入る。

江川南遺跡第２３地点では中期前半、新道式期の住居

跡を新たに１軒検出した。同地点は第１地点として調

査済みで（１９７７年）、勝坂Ⅰ式期の住居跡を１軒検出

している。亀居遺跡、江川南遺跡は福岡江川の上流と

下流に位置し、炉体土器を伴う住居構造や、住居に重

複がないことが指摘されている。（今井・坪田本書）

西ノ原遺跡第１３５地点では中期後半、加曾利 EⅠ新

式の住居跡を検出した。西ノ原遺跡の縄文集落は阿玉

台１b式期から加曾利 EⅢ式期まで継続し、上流から

下流へ向かって集落の中心が移動している事が看取で

きる。（桜井２００５）加曾利 EⅠ新期の集落は、南側へ

偏重する傾向を見せており、１８３号住居跡は当該期集

落の南西端に位置する。加曾利 EⅡ式期の集落はさ

らに西へ拡張していく。等高線を詳しく見ると、西ノ

原遺跡の南側に東流する浅い谷が存在することがわか

る。（第１１９図参照）縄文時代中期に流水があったかど

うかは不明であるが、住居の配置はこの浅い谷に沿っ

たラインが看取できる。
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神明後遺跡第２８地点では中期後半、加曾利 EⅠ新

期から EⅢ期の住居跡１１軒を検出した。EⅠ新式期の

住居跡は４軒で、１８号・２２号住居跡は斜面地に作られ

ているため、台地側の壁が高くなり１�を超える深さ

がある。両住居とも多量の土器が廃棄されていた。床

直上の土器もあるが、レンズ堆積した土の上に土器を

廃棄して行った、いわゆる吹上パターンを示す。特に

２２号住居跡は完形に近い状態の土器が多く、出土土器

は阿玉台Ⅱ式から加曾利 EⅠ新式期までで、EⅠ古式

から EⅠ新式古相の土器が特に多い。１８号住居跡の

場合は殆んどが EⅠ新式である。１７号住居跡も覆土

出土の土器が多く、EⅠ新式から EⅡ式である。また、

内面に文様が塗彩された浅鉢が出土した。

加曾利 EⅡ式期は５軒。２０号住居跡では、特殊な

出土状況がある。石囲い炉を中心とした三角形の頂点

に小さな炉とピットがあり、ピットの上に深鉢が１個

正位の状態で浅く埋っていた。底辺に位置する２基の

ピットの脇には伏せた状態で深鉢が２個、その中間に

石が２列平行に並んだ状態で出土した。中心にある石

囲い炉の中にも石が置かれており、かなり意図的な配

置を伺わせる。なお、土器は全て胴下半を欠く。

また、２０号住居の配石、炉、埋甕の軸線を延長する

と屋外埋甕１と２の中間を通る。方位はN－４２°－W

で、加曾利 EⅠ式期の１７号、１８号、２２号住居跡の主

軸方位と近似するが、EⅡ式期の１６号、１９号、２５号住

居跡の主軸とはやや異なる。

東台遺跡では第４６地点で２軒、４８地点で３軒の住居

跡を検出した。９８号住居跡は加曾利 EⅡ式期の住居

で覆土内に集石土坑があった。

【古代】奈良・平安時代の住居跡を７軒確認し、うち

３軒を調査した。松山遺跡第４０地点H３３号住居跡は８

世紀後半、奈良時代の住居跡で、北壁中央に竈が設け

られている。

神明後遺跡第２８地点のH２号住居跡は９世紀前半、

平安時代初頭の住居跡で北壁中央に竈が設けられてい

る。竈左側の壁際から、須恵器坏を小ぶりにしたよう

な土師器坏が８枚まとまって出土した。内面と口縁部

を横撫でし、体部下半から底部にかけて箆削りする。

器形は同時期の器としては特異だが、整形や含有物は

８世紀代の土師器坏と類似する。８枚全てに煤が付着

していることから灯火具として使用したと思われ、灯

火具専用に作られた土師器の可能性がある。また、須

恵器坏も６点に煤の付着が認められたが、割れ口にも

煤が付着する底部破片の坏（第１７９図№９）は、「芯

押え」として再利用した可能性がある。（註１）

一方、頸部を打ち欠いた須恵器壷の内面の２／３以

上に煤が多量に付着していた。灯火具の多さを考慮す

ると、この壷の使用方法にも注意が必要である。

また「十 」と底部に墨書された須恵器坏も検出

している。

川崎遺跡第２１地点のH５１号住居跡は９世紀後半・平

安時代の住居跡で、東壁に竈が設けられている。竈の

北側（左側）は張出しており、竈南側（右側）は棚状

施設と思われる。

【中世】駒林遺跡第１・２地点、神明後遺跡第２８地点

で時期不明の溝・堀跡を検出した。覆土のサンプルか

らテフラ分析を行った結果、駒林遺跡第１地点と神明

後遺跡第２８地点の堀跡は１２世紀初頭以降であった可能

性が指摘された。（附編 自然化学分析参照）

特に駒林遺跡第１地点の場合は、溝跡の覆土中に荼

毘跡が構築されており、荼毘跡１で検出した炭化材の

年代測定を行ったところ、中世（AD１３１６－１６０６）の

結果を得た。溝跡は西側で北方向へ直角に曲がり、第

２地点の溝１や、平成１６年度試掘、平成９年度試掘�

で確認した溝５に連なると思われる。また、平成９年

度試掘�、�で確認した東西方向の溝跡や、第３地点

の溝１が同一遺構であった場合は、１辺１５０�前後の

台形の方形館跡の想定も可能であるが、方形内で館跡

に伴うような遺構の検出はまだない。

松山遺跡第４１地点は試掘調査で中世末から近世初頭

の溝を検出し、遺跡範囲の拡大となった。溝跡は並行

して２本検出し、道跡の側溝と思われる。『新編武蔵

野風土記稿』によれば、この地は松平信綱が川越藩主

のときに開発され、「福岡新田」として１６４８（慶安元）

年の検地で福岡村から分村した。なお、「福岡」の名

は「北条氏所領役帳」に載っており、戦国期には村落

が成立していた。（木村他２０００）戦国以降近世初頭に行

われた新田開発に伴う遺構の可能性もあり、遺跡の範

囲もより東へ拡大する可能性を秘めている。今後注意

が必要である。
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【近世】駒林遺跡第３地点で検出した大型土坑は、近

世遺物を伴う。採土坑の可能性がある。

本村遺跡第１１７地点の場所は「権現様」「久田跡（き

ゅうでんあと）」と地元の人に呼ばれており、明治５

年の「東原及び市沢公図」でも「寺社跡」になってい

る。また、新井家文書の「神社・仏閣絵図」に「久田

社」と描かれた個所があり、位置的にみて今回調査し

た場所であったと思われる。しかし、明治末年の神社

合祀政策により「久田神社」は「氷川神社（根上神社）」

に合祀され、以来、跡地は畑となった。

今回の調査で検出した溝跡で囲われた区画地は、明

治五年の公図にある寺社跡と位置・形状が一致してい

る。旧道（平成元年に区画整理で廃道）はこの場所で

クランク状に曲がるが、旧道と接する部分は溝がなく、

幅５�の間口が開いており、間口の北側には柵列跡や

炭化した木材が出土した。また、間口の東側から区画

地の南へ向かって幅１�ほどの硬化面が続く。南側は

地山が小高く残っており、社殿の場所であったとすれ

ば、硬化面は参道の可能性がある。

明治年間に描かれた「神社仏閣絵図」によれば、久

田社は北側に鳥居、南側に社殿が描かれる。また、明

治五年九月の「社地境内取調帳」に掲載された絵図で

は、左下隅に鳥居があり、右上奥に本社が描かれてい

る。「神社仏閣絵図」の向き（鳥居を北、社殿を南）

にすれば、調査で検出した道状の硬化面の向きと小高

い区画の位置関係とも合致する。

明治三年十二月の「大井町神社書上帳」によれば、

とある。溝で囲われた内寸は１２×２１．５�で五間九間よ

りは若干広いが、比率は同じである。

以上から本地点は久田神社跡地であり、調査により

社地を取り囲む溝を検出することができた。（高崎直成）

註（１）「古代入間を考える会」坂野千登勢氏の御教示による。

引用・参考文献
木村立彦・工藤宏・橋本鶴人２０００「Ⅳ近世第１章二村の成立」
『上福岡市史通史編上巻』上福岡市教育委員会
桜井聖悟２００５「まとめと問題点」『西ノ原遺跡Ⅳ 東台遺跡Ⅴ』
埼玉県大井町遺跡調査会
坂野千登勢２００５「再利用された土器群の考察」『若葉台遺跡発
掘調査報告書Ⅵ』坂戸市教育委員会
大井町教育委員会「大井町神社書上帳」『大井町史資料編Ⅲ－
１近代』７頁
「神社仏閣絵図」（新井家文書２－１４１７０）
「社地境内取調帳」（大井一区所蔵文書一－１０６）

第１９６図 神社仏閣絵図（５０％縮小） 第１９７図 社地境内取調帳（久田神社境内）
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第２章 神明後遺跡出土の縄文時代中期塗彩土器について

Ⅰ はじめに

神明後遺跡から赤色塗彩によって文様が描かれた土

器が出土した。縄文時代中期の彩色された浅鉢につい

ては近年集成が図られており（中山２００５）、ともすれ

ば見逃しがちな塗彩土器について注意が促され、類例

も増えてきたところである。今回、塗彩文様のある土

器を報告するにあたり、埼玉県内出土の縄文時代中期

の塗彩された土器について簡単な集成を図り、その上

で塗彩文様のある土器の位置づけを行ってみたい。

Ⅱ 塗彩のある土器

市内では、塗彩された縄文土器をいくつか検出して

いる。最古の土器は縄文時代前期の諸磯 b式で、鷺森

遺跡で２点検出した。続いて、中期前葉狢沢式の浅鉢

２点、新道式の浅鉢２点を亀居遺跡で、勝坂末の浅鉢

は西ノ原遺跡の住居３軒（１６・１７・６０号住居）と東台

遺跡の住居２軒（９２・１４７号住居）で、加曾利 EⅠ新

式では西ノ原遺跡２軒（７７・１７６号住居）、神明後遺跡

５軒（６・１７・１８・２１・２２号住居、集石７）で浅鉢と

有孔鍔付土器。加曾利 EⅡは西ノ原遺跡３軒（６５・

６６・６８号住居）、東台遺跡１軒（４５号住居）で浅鉢と

有孔鍔付土器を検出している。

西ノ原遺跡内で塗彩土器が多く出土した住居は６０・

６５・６６・１７６号住居である。６０号住居は覆土中層に完

形土器を含めて多量の遺物が出土したが、土器の中に

異系統（大木８a新相）が多いという特徴をもつ。６６

・１７６号の位置する一帯は、遺跡内で最も住居が密に

重複する場所で、蛇紋岩製の小形磨製石斧などがまと

まって出土した。

神明後遺跡の１８・２２号住居も土器の一括大量投棄が

あり、２２号住居には異系統の土器が多く、西ノ原６０号

住居と似た特徴をもつ。

土器出土量の多い住居ゆえに塗彩土器が多いという

可能性もあるが、塗彩土器の出土分布には注意する必

要があろう。

県内（市内を含めて）出土の縄文時代中期の塗彩土

器は３５遺跡（註１）で検出しているが、勝坂末から加

曾利 Eに集中する。（第１９９図及び第９１表参照）

県内出土の塗彩土器は、第９０表が示すとおり、浅鉢

が大半を占め、次に有孔鍔付土器が多い。両者には無

文と隆帯・沈線などの文様を持つ土器が存在する。塗

彩部位によって類別すると以下のようになる。

a．全面

b．口縁部

c．隆帯文様上

d．沈線・微隆帯等に囲われた文様帯内。

e．塗彩によって文様を描く

以上のうち b口縁部は cや eとの組み合せ、すなわ

ち口縁部文様帯に塗彩されることが多く、eの場合は

内外面に塗彩文様のある場合と、内外面どちらかが文

様で残りは全面塗彩等の場合がある。また、口縁部の

塗彩は屈曲部分で区切られることが多い。

しかし、塗彩は土器の一部で確認できることが多く、

ほとんどは剥離していると思われる。報告では「一部

に痕跡」と記述していることが多い。実際、市内出土

の遺物も一部の痕跡から塗彩を判断できるに過ぎない。

また、隆帯上を塗彩する土器も一部の痕跡であること

から、隆帯以外の場所も塗彩している可能性も残るわ

けである。特に破片の場合は文様を描いたものか、全

面塗彩なのかの判別は困難である。

以上不備な点が多々ある上での集成であるが、あえ

て県内の傾向を示すと以下のようになる。

●塗彩される土器は浅鉢、特に大・中型の浅鉢が多い。

●勝坂末から加曾利 EⅢにかけて、隆帯文様を持つ

浅鉢が塗彩される。特に隆帯上を塗彩する例がある。

●加曾利 EⅠから EⅡにかけて塗彩文様の浅鉢が確

認できる。特に EⅠ新に多い。

塗彩部位
器種

内外
面

外面
のみ

内面
のみ

合計 a b c d e

浅鉢・鉢 ４８ ３２ ４５ １２５ ２７ ２８ ４ ３ １７

壺 ２ ３ ５ ２ ４

瓢形注口 ３ １ ４ ４ ３

有孔鍔付 ３ ９ ４ １６ １

皿 １ １

台付 １ １

深鉢 １ ２ ３ １

その他 ４ ３ １ ８ ４ ６ １

合計 ６０ ５０ ５３ １６３ ３８ ２９ ４ １６ １８

第９０表 埼玉県内出土塗彩土器集計表
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●加曾利 EⅠ新以降の有孔鍔付土器に塗彩が確認で

きる。特に EⅠ・Ⅱには浅鉢同様無文の土器が存在

する。

●加曾利 EⅢ以降、沈線や微隆起線で塗彩範囲を区

画する例が増える。

Ⅲ 塗彩によって文様の描かれた土器

神明後遺跡１７号住居跡から出土した浅鉢（第１３７図

№１２）は、赤色顔料（註２）で文様が描かれていた。

文様は懸垂文と半円形の周囲を２本の細い併行線で囲

うもので、土器の半分以上が欠損しているため確実で

はないが、おそらく四分割して文様が配置されている

と思われる。基本的に加曾利 E式土器の文様構成と

同じである。口縁部は内外面とも赤色塗彩されていた

痕跡がある。特に内面の一部は、煤もしくは黒色顔料

の上に赤色顔料が塗られており、細かくひび割れてい

た。

神明後遺跡２２号住居跡出土の浅鉢（第１６１図№３３）

内面底には、２本の円弧文様が赤色塗彩されている。

下地として黒色塗彩の痕跡がある。

西ノ原遺跡第１２８地点では１７６号住居で３点、トレン

チで１点、文様のある破片が出土した。特に№２６は

「U」字形に黒色顔料と赤色顔料で塗彩しており、黒

い縁取りがなされているように見える明確な文様であ

る。

県内で見つかった塗彩文様のある縄文中期の浅鉢は

菅見の限りでは以外と少ない。

富士見市針ヶ谷北通遺跡２号住居からは加曾利 E

Ⅰ新式期の見事な文様が描かれた浅鉢が出土している。

内面は渦巻状と弧状の文様、外面は二叉、三叉の放射

状に赤彩されている。

所沢市膳棚遺跡６号住居では内面に渦巻文様が黒色

塗彩された浅鉢破片、１２号住居では内面に渦巻状と弧

状文様が赤色塗彩された浅鉢破片が検出されている。

飯能市堂前遺跡では遺構外ながら外面に渦巻き文様

を赤色塗彩した浅鉢破片が出土している。

日高市宿東遺跡では、３号住居跡で内外面に文様を

持つ浅鉢破片が出土しているが、赤色塗彩と黒色塗彩

で文様が塗り分けられている。４６号住居跡で内面に文

様が赤色塗彩された浅鉢破片が出土する。

毛呂山町まま上遺跡では外面に楕円区画文様が赤色

塗彩された浅鉢破片が出土している。

さいたま市寿能遺跡では縄文時代中期から晩期まで

の塗彩土器が報告されているが、報告文でⅠ期とされ

る中期後葉から後期初頭の土器は１９点が掲載されてい

る。加曾利 EⅢ・Ⅳ、称名寺の土器は、微隆起線や

沈線などで囲われた中を塗彩しているが、加曾利 E

Ⅰ～Ⅱの土器は文様区画内を塗彩したものの他に、赤

色で内外面に円形か渦巻の文様を描き、「赤漆塗の部

分の他に、黒漆塗（もしくは生漆塗）の部分認められ」

「黒色は下地としてもしくは下地のごとく用いられ」

ていた。Ⅰ期の赤色顔料は分析の結果全てベンガラで

あった。ただ、漆膜は分析の結果ではなく観察結果の

判断である。（成瀬１９８４）

深谷市深谷町遺跡出土の土器も加曾利 EⅢ・Ⅳで、

微隆起線で囲われた中を塗彩しているが、１点だけ弧

状の帯が内面に描かれた条線文土器が出土している。

おそらくこの他にも塗彩された縄文中期の土器は存

在すると思われる。県内の報告書を全て調べていない

などの不備もあるが、塗彩されていても剥離していた

り、残っていても塗彩が文様なのか一面なのかは不明

である。

数少ない県内出土の塗彩文様のある土器をまとめる

と以下のようになる。

●器種は浅鉢。

●文様のモチーフは渦巻き・円弧（連弧、楕円）が主。

●文様は内面のみ・外面のみ・内外両面に描かれる。

ただし破片や顔料剥落などの理由で不明の場合もある。

●塗彩は赤色のみ・黒色のみ・赤黒二色（黒色下地に

赤色塗彩を含む）

●時期は加曾利 EⅠ～EⅡ期に多い。（註３）

Ⅳ まとめ

明確な塗彩はともかく、ほとんどは赤色が僅かに残

っていたり、色がくすんで塗彩かどうかの判断がつき

かねるものもある。赤色塗彩の場合は、外面に斑もし

くは放射状に残る橙色や茶褐色の痕跡が、焼成ムラに

よるものか塗彩なのか。また、黒色塗彩についても同

様に焼成時の黒斑かどうかの判断が難しく、黒色塗彩

といった認識もなく取り扱われている可能性が高い。
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仔細に観察すれば、塗彩土器の比率が高まる事例も

あり（尾形２００７）、中山氏が指摘するとおり、無文の

浅鉢が塗彩されている可能性が高いとすれば、塗彩土

器の比率はもっと高くなる。今後は塗彩の有無をよく

確認するとともに、無文浅鉢＝塗彩土器の可能性を考

慮し、浅鉢の出土量や出土分布を把握していく必要が

ある。浅鉢の出土量や分布の特徴があるかないかによ

り、浅鉢が特殊なものか普遍的なものかの性格も見え

てこよう。

一方塗彩文様のある土器は、塗彩が文様であるかど

うかも不明な土器片が多いと思われるので、明言はで

きないが、文様のモチーフは県外（関東地方）を見て

も渦巻き・円弧・鋸歯が主体で、神明後遺跡１７号住居

跡出土のモチーフは珍しいといえる。

今後は県内の報告を仔細にあたり資料を蓄積したう

えで塗彩土器と塗彩文様について再度検討を試みたい。

最後になったが、日本考古学協会員の今井堯氏には

本稿をまとめるに当たり数多くの御教示をいただいた。

また、埼玉県による調査（教育委員会・遺跡調査会・

埋蔵文化財事業団）で出土した塗彩土器を検索するに

あたり、事業団の栗岡潤氏に多大なるご尽力をいただ

いた。事業団の大屋道則氏には顔料の分析にあたって

便宜いただいた。記して謝意を表する次第である。

（高崎直成）

註

（１）県内市町村の報告についてはすべてをあたる時間がなか
ったため、入間地区と北足立郡南西部（志木市、朝霞市、
新座市、和光市）のみの集成である。また、記述の見落と
し等もあると思われるので、機会を見て県内の再集成を行
ってみたい。

（２）埼玉県立埋蔵文化財センターで、塗彩面を蛍光X線で分
析した結果、水銀の成分は検出されていないので、顔料は
おそらくベンガラ（酸化第二鉄）と思われる。

（３）「中山２００５」においても、塗彩による文様描写のある浅
鉢は、８b期（勝坂Ⅱ）に現れ、１０期（加曾利 E１）が最
盛で１１期（加曾利 E２）まで継承するとある。
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所在地 遺跡名 遺構 № 器種 時期
塗彩範囲

備考 文献
外 内

１ ふじみ野市 亀居 土１６ ４ 浅鉢 狢沢 b １

２ ふじみ野市 亀居 １号住居 １１ 浅鉢 狢沢 b １

３ ふじみ野市 亀居 浅鉢 新道 b １

４ ふじみ野市 亀居 ９号住居 ４ 浅鉢 新道 ○ ○ ２

５ ふじみ野市 西ノ原 １６号住居 １５０，１５１ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ２点 ３

６ ふじみ野市 西ノ原 １７号住居 １６ 浅鉢 勝末 b ３

７ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２２ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 b ３

８ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３５，２３６ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 b b ２点 ３

９ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３７ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ １点 ３

１０ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３８ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ 外面隆帯 ３

１１ ふじみ野市 西ノ原 ６０号住居 ２３９，２４０ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ２点 ３

１２ ふじみ野市 西ノ原 ６５号住居 ３０ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１３ ふじみ野市 西ノ原 ６５号住居 ２４８ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１４ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ７９ 浅鉢 加 EⅡ ○ ３

１５ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ８０ 浅鉢 加 EⅡ b 外面隆帯 ３

１６ ふじみ野市 西ノ原 ６６号住居 ８２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３

１７ ふじみ野市 西ノ原 ７７号住居 ４ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３

１８ ふじみ野市 西ノ原 ４７号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ４

１９ ふじみ野市 西ノ原 ６８号住居 ９９，１００ 浅鉢 加 EⅡ b b ２点 ５

２０ ふじみ野市 西ノ原 ６８号住居 １０２ 浅鉢 加 EⅡ ○ ５

２１ ふじみ野市 西ノ原 １６７号住居 ２６ 浅鉢 ○ ６

２２ ふじみ野市 西ノ原 １７５号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅡ b ６

２３ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２０ 浅鉢 加 EⅡ ○ ○ ６

２４ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２８，３１，３５ 浅鉢 加 EⅠ新 a a ６

２５ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ２９，３０ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ 外面隆帯 ６

２６ ふじみ野市 西ノ原 １７６号住居 ３２，３３，３４ 浅鉢 加 EⅠ新 e ６

２７ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２３ 浅鉢 ○ ○ ６

２８ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２５ 浅鉢 ○ ６

２９ ふじみ野市 西ノ原 遺構外 ２７ 浅鉢 e ６

３０ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ３２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ７

３１ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ３７ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ７

３２ ふじみ野市 神明後 ６号住居 ４１ 有孔鍔付 加 EⅠ新 ○ ７

３３ ふじみ野市 神明後 １５号住居 ２１ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ８

３４ ふじみ野市 神明後 １７号住居 １２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b,e 円形＋懸垂、２本並行線 ８

３５ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ３ 浅鉢 加 EⅠ新 a 外面隆帯 ８

３６ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２０ 浅鉢 加 EⅠ新 b b 口唇刻目 ８

３７ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２１ 浅鉢 加 EⅠ新 a ８

３８ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅠ新 b b ８

３９ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２３ 浅鉢 加 EⅠ新 a b ８

４０ ふじみ野市 神明後 １８号住居 ２６ 有孔鍔付 加 EⅠ新 ○ ８

４１ ふじみ野市 神明後 １９号住居 ３７ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ○ ８

４２ ふじみ野市 神明後 ２１号住居 ６ 浅鉢 加 EⅠ新 b a ８

４３ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ２８ 浅鉢 加 EⅠ ○ 外面隆帯 ８

４４ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３１ 浅鉢 加 EⅠ ○ ８

４５ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３２ 浅鉢 加 EⅠ a ８

４６ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３３ 浅鉢 加 EⅠ e 渦巻？大きな円弧 ８

４７ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ３５ 浅鉢 加 EⅠ a ８

４８ ふじみ野市 神明後 ２２号住居 ４５ 有孔鍔付 加 EⅠ ○ ○ ８

４９ ふじみ野市 神明後 集石７ ２ 浅鉢 加 E b b ８

５０ ふじみ野市 東台 ４５号住居 １ 有孔鍔付 加 EⅡ a ９

５１ ふじみ野市 東台 ９２号住居 １ 浅鉢 勝末 ○ １０

５２ ふじみ野市 東台 １４７号住居 ８７ 浅鉢 勝末 ○ １１

５３ 所沢市 膳棚 １２号住居 c１２ 浅鉢 加 EⅡ e 連弧＋渦巻？大きな円弧 １２

５４ 所沢市 膳棚 ６号住居 c１３ 浅鉢 加 EⅡ e 渦巻文 １２

５５ 東松山市 岩の上 ４号住居 ６ 加 EⅡ ○ 沈線文 １３

５６ 入間市 坂東山 炉穴状遺構 ２ 浅鉢 加 EⅡ ○ １４

５７ 伊奈町 志久 １号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅢ ○ １５

５８ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １ 瓢形注口 加 EⅣ d U字形微隆起を明るい赤と暗い赤で １６

５９ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２ 瓢形注口 加 EⅣ d a 渦巻微隆起 １６

６０ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １０ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 赤色と黒色塗彩 １６

６１ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １１ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ １６

６２ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １２ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ １６

６３ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １３ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ ○ 黒漆の上に赤漆を塗彩か？ １６

６４ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １４ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 渦巻文、生漆の上に赤漆 １６

６５ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １５ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e １６

６６ さいたま市 寿能泥炭層 表採 １６ 鉢 加 EⅡ ○ １６

６７ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １７ 浅鉢 加 EⅠ・Ⅱ e e 渦巻文、黒漆の上に赤漆 １６

６８ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １８ 浅鉢 加 EⅡ・Ⅲ d ○ 隆帯外を塗彩 １６

６９ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド １９ 浅鉢 加 EⅡ d ○ 隆帯外を塗彩 １６

７０ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２０ 浅鉢 加 EⅡ d 沈線区画 １６

７１ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２１ 鉢 加 EⅡ ○ １６

７２ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２２ 有孔壺 加 EⅢ d 沈線区画 １６

７３ さいたま市 寿能泥炭層 表採 ２３ 瓢形注口 加 EⅣ d a 渦巻微隆起線文 １６

７４ さいたま市 寿能泥炭層 グリッド ２４ 瓢形注口 加 EⅣ a a 微隆起線文 １６

７５ 花園町 下南原 土１９ ８５ 深鉢 加 EⅡ b １７

７６ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ２８ 浅鉢 加 EⅠ古 １８

７７ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４１ 浅鉢 加 EⅠ a 外面隆帯と撚糸 １８

所在地 遺跡名 遺構 № 器種 時期
塗彩範囲

備考 文献
外 内

７８ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４２ 浅鉢 加 EⅠ ○ 体部塗彩 １８

７９ 寄居町 北塚屋 ２号住居 ４３ 浅鉢 加 EⅠ a a １８

８０ 寄居町 北塚屋 ５号住居 １０ 浅鉢 加 EⅠ新 b、c 外面隆帯 １８

８１ 寄居町 北塚屋 １１号住居 ２５ 浅鉢 加 EⅠ新 b、c b 外面隆帯 １８

８２ 寄居町 北塚屋 １８号住居 ２ 台付 加 EⅡ a １８

８３ 寄居町 北塚屋 ２０号住居 １ 浅鉢 a １８

８４ 寄居町 北塚屋 ２２号住居 ３８ 浅鉢 加 EⅠ古 a b 外面隆帯 １８

８５ 寄居町 北塚屋 ２８号住居 ６ 鉢 a a １８

８６ 寄居町 北塚屋 ２９号住居 ４ 浅鉢 勝Ⅲ c 外面隆帯 １８

８７ 寄居町 北塚屋 土１６２ ２ 浅鉢 加 EⅢ a a 沈線 １８

８８ 寄居町 北塚屋 土１９７ ４ 浅鉢 加 E a a 外面隆帯 １８

８９ 寄居町 北塚屋 土１５８ １ 浅鉢 加 E a a １８

９０ 寄居町 北塚屋 土２０３ ６ 浅鉢 加 E a a １９

９１ 寄居町 北塚屋 土２１５ ７ 浅鉢 加 E a a １８

９２ 寄居町 北塚屋 土２３１ ２ 浅鉢 加 E a a 口唇刻目 １８

９３ 寄居町 北塚屋 グリッド ２７ 浅鉢 加 E a a 外面隆帯 １８

９４ 本庄市 将監塚 ６３号住居 ６ 浅鉢 加 EⅡ ○ 外面隆帯 １９

９５ 伊奈町 北 ３号住居 ３４ 深鉢 加 E ○ ２０

９６ 伊奈町 北 ６３号住居 ２０ 浅鉢 勝 a a ２０

９７ 児玉町 古井戸 ６号住居 ６ 浅鉢 加 EⅡ b 沈線文様 ２１

９８ 児玉町 古井戸 ３７号住居 ３ 浅鉢 加 EⅡ ○ 口唇に塗彩 ２１

９９ 児玉町 古井戸 １５３号住居 ４ 浅鉢 加 EⅡ 口唇に塗彩 ２１

１００坂戸市 中耕 ９号住居 ９ 浅鉢 a ２２

１０１坂戸市 中耕 表採 ４１ 浅鉢 加 EⅠ a ２２

１０２日高市 二反田 １２号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ２３

１０３美里町 広木上宿 ２８号住居 １１ 浅鉢 阿Ⅱ ○ 波状口縁 ２４

１０４美里町 広木上宿 グリッド ２１３ 浅鉢 加 E ○ 沈線文様 ２４

１０５本庄市 今井川越田 溝７ １ 有孔鍔付 加 EⅢ ○ ○ 渦巻＋蕨手沈線文様 ２５

１０６日高市 宿東 ３号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ a,e e 黒色と赤色で文様塗彩 ２６

１０７日高市 宿東 ３号住居 ２，３ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ ２６

１０８日高市 宿東 ３号住居 ４ 浅鉢 加 EⅠ ○ ２６

１０９日高市 宿東 ３号住居 ５ 深鉢 加 EⅠ ○ 外面撚糸、底部破片 ２６

１１０日高市 宿東 ４６号住居 ６５ 浅鉢 加 E b 波状口縁 ２６

１１１日高市 宿東 ４６号住居 ６６ 浅鉢 加 E e モチーフ不明 ２６

１１２上尾市 宿北Ⅴ 土２０ １１ 壺形 加 EⅣ ○ ２７

１１３所沢市 膳棚東 １号住居 ４ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ２８

１１４毛呂山町 まま上 グリッド １１６ 浅鉢 加 E e 楕円区画文様 ２９

１１５伊奈町 原 ９６号住居 ８９，１００ 浅鉢 勝坂末 ○ ○ 外面隆帯 ３０

１１６伊奈町 原 ９６号住居 ９０，９５，９８ 浅鉢 勝坂末 ○ ３０

１１７伊奈町 原 ９６号住居 ９１，９７ 浅鉢 勝坂末 ○ ３０

１１８伊奈町 原 ９６号住居 ９２，９６ 浅鉢 勝坂末 b ３０

１１９伊奈町 原 ９９号住居 ４０ 浅鉢 勝坂末 a a 黒色と赤色で塗彩 ３０

１２０富士見市 北通 ２号住居 ７ 浅鉢 加 EⅠ新 e e
内面は連弧と渦
巻、外面は三叉
に塗彩

３１

１２１富士見市 羽沢 土９４ 浅鉢 加 EⅡ a a 内面口縁部に沈線文 ３２

１２２富士見市 中沢 ２１号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３３

１２３富士見市 中沢 ４号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ 赤色顔料下地に黒色樹脂 ３４

１２４富士見市 中沢 ９号住居 ２ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３４

１２５富士見市 中沢 １８号住居 ８６ 浅鉢 加 EⅡ ○ 黒色 ３４

１２６富士見市 中沢 １８号住居 ９０ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３４

１２７富士見市 中沢 ４８号住居 １ 浅鉢 加 EⅠ新 ○ ３５

１２８所沢市 海谷 ２号住居 ３ 有孔鍔付 加 EⅡ ○ ３６

１２９狭山市 滝祇園 包含層 １０ 浅鉢 勝坂 ○ 沈線渦巻文 ３７

１３０狭山市 丸山 ８号住居 ３４ 浅鉢 勝坂末 c 沈線半隆帯渦巻文 ３８

１３１狭山市 宮地 ８１号住居 １３ 浅鉢 勝末～加EⅠ古 ○ ３９

１３２飯能市 堂前 遺構外 １８ 浅鉢 加 E b,e b 渦巻文 ４０

１３３飯能市 芋久保 １号住居 １６ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ 沈線渦巻文 ４１

１３４飯能市 加能里 ７号住居 ２２ 浅鉢 加 EⅠ ○ ○ 沈線渦巻文 ４２

１３５飯能市 加能里 １１号住居 ２４ 皿 勝坂Ⅲ ○ ４３

１３６飯能市 加能里 １１号住居 ２７ 浅鉢 勝坂Ⅲ ○ 双環把手 ４３

１３７志木市 中道 ８号住居 ３１ 浅鉢 勝坂 ○ 沈線渦巻文 ４４

１３８志木市 中道 ８号住居 ３２ 浅鉢 勝坂 ○ ○ 沈線渦巻文 ４４

１３９志木市 中道 ８号住居 ３３ 浅鉢 勝坂 ○ ○ ４４

１４０志木市 中道 ８号住居 ３４ 浅鉢 勝坂 ○ ○ 外面赤色＋黒色塗彩 ４４

１４１志木市 中道 ８号住居 ３５ 浅鉢 勝坂 ○ ４４

１４２志木市 中道 土１６０ ４ 浅鉢 勝坂 ○ ○ ４４

１４３志木市 中道 土１６０ ６ 浅鉢 阿玉台 ○ ○ 波状口縁 ４４

１４４深谷市 深谷町 川跡１ １ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１４５深谷市 深谷町 川跡１ ２ 加 EⅢ・Ⅳ d 微隆起線文 ４５

１４６深谷市 深谷町 川跡３ ３ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d a 沈線＋隆線 ４５

１４７深谷市 深谷町 川跡３ ４ 加 EⅢ・Ⅳ e 弧状文。外面条線文 ４５

１４８深谷市 深谷町 川跡３ ８ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１４９深谷市 深谷町 川跡１・３ ５ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d a 耳及び窪みに塗彩無 ４５

１５０深谷市 深谷町 川跡１・３ ６ 小型壺形 加 EⅢ・Ⅳ d 耳及び微隆起線文内に塗彩無 ４５

１５１深谷市 深谷町 川跡１・３ ７，１０ 加 EⅢ・Ⅳ d a 微隆起線文 ４５

１５２深谷市 深谷町 川跡１・３ ９ 加 EⅢ・Ⅳ d 微隆起線文 ４５

１５３深谷市 深谷町 川跡１・３ １１ 鉢 加 EⅢ・Ⅳ b a 体部縄文口縁と沈線で区画 ４５

第９１表 埼玉県内出土塗彩土器一覧表

塗彩範囲の記号は以下の通り。なお、塗彩範囲について内外面の記述がないものは外面に○をした。また、a全面は報告の記述・トーン等に従った。
○＝痕跡有 a＝全面 b＝口縁部 c＝隆帯文様上 d＝沈線・微隆帯等に囲われた文様帯内 e＝塗彩によって文様を描く
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第２００図 埼玉県内出土の塗彩文様のある土器集成（１／４）
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第３章 ふじみ野市内における縄文時代中期の継続型集落について

ふじみ野市内には、縄文時代中期の集落遺跡が２２箇

所存在する。このうち、上福岡地区には３箇所（西・

ハケ・権現山遺跡）のみしか中期住居跡が確認されて

いない。この内、西遺跡は大井地区の遺跡立地と同様

のあり方を示しているので実質２箇所となる。このこ

とは中期集落の立地と深くかかわっている。つまりふ

じみ野市域の西側は武蔵野台地、東側は荒川低地にま

たがり海抜標高は台地最高部で４９m、荒川低地部で６

m弱で、高低差は４３mを超え、縄文時代前期集落が武

蔵野台地へり際に多く立地（上福岡地区）するのに比

較して、中期の集落は台地へりからやや内陸に３～４

㎞、湧水川を遡るように位置する（大井地区）傾向が

読み取れる。

この小稿では、中期に限定して土器型式にして４～

５期の短期継続型集落３遺跡と土器型式１０期以上の長

期継続型集落２遺跡を概観し、遺跡の在り方を考える

素材を提供していきたい。

Ⅰ 短期継続型集落の特徴

亀居遺跡は、福岡江川と呼ぶ湧水川の湧水部の台地

上にある遺跡であり、今回報告分を含めて１６棟の竪穴

住居が知られている。本報告の１６号住居には炉内埋設

（炉体）土器があり、既報告の２号住居の炉体土器に

酷似した阿玉台Ⅱ式古相の特徴をもつものであった。

亀居遺跡の住居は、炉部未掘の１３号住居を除き、すべ

ての住居が炉体土器をもっており住居の時期は明確で

あり、それらすべては亀居Ⅰ期（阿玉台Ⅰ b式古相・

狢沢式新相）から亀居Ⅳ期（阿玉台Ⅱ式新相・藤内式

古相）の間である。集石土坑・土坑・ピット・落し穴

などの遺構出土の土器も、これらの土器と同様である。

土坑・ピットを中央に竪穴住居が環状に取り囲み、

その外に落し穴が配置される構造をもつ集落であるが、

竪穴住居の複合関係はまったく見られず、また加曾利

E式期の土器片等もまったく出土しない。これは長期

継続型の大集落である東台遺跡や西ノ原遺跡と対照的

な特徴といえる。亀居遺跡の調査率は４０％を超えてお

り、集落の住居総数は２５軒前後となろう。粘土貯蔵穴

や焼粘土塊の存在から、土器作りを行ったムラではあ

るが、同時に存在した住居数は５軒を超えない。以上

が短期継続型集落である亀居遺跡の一般的特徴である。

江川南遺跡は、亀居遺跡からやや福岡江川下流域の

対岸の南側低位台地上にある遺跡で、本報告を含めて

竪穴住居跡６軒が確認されている。これらは阿玉台Ⅱ

式古相・新道式新相から、藤内式新相にわたることが

炉体土器から明らかである。土坑・ピットや遺構外出

土の土器も同様である。このことから亀居遺跡にやや

遅れて出現し、消滅もやや遅れるという特徴をもつと

いえる。

出土土器のうち、併行する阿玉台土器は時期が新し

くなると共に減少し、勝坂系土器の比率が増大する。

江川南遺跡自体が亀居遺跡よりも、開始も消滅も遅れ

ることを反映して、阿玉台系よりも勝坂系の比率が多

くなる。浅鉢というより舟形無文土器も注目される。

江川南遺跡の調査率は約４分の１であり、今後、住

居を始めとする遺構の増加は予想されるが大集落には

ならない。連続する３～４時期の遺構群をもつ短期継

続型の小集落である。僅か６軒とはいえ住居相互の切

り合い関係が全く見られないことも亀居遺跡と共通し

た江川南遺跡の特徴である。

亀居遺跡と江川南遺跡は、ともに中期前半の短期継

続型集落遺跡の典型例といえよう。

Ⅱ 神明後遺跡の集落としての特質

神明後遺跡は、さかい川に面した南側の低位台地上

にある旧石器時代、縄文時代、古代、中近世の複合遺

跡である。今回報告する第２８地点の調査では古代の住

居２棟と中世の溝も調査されたが、縄文中期の遺構と

遺物の多彩な資料が注目される。特徴を要約する。

１ 縄文中期後半の竪穴住居１２棟が調査されたこと。

２ これらの多くは、重複・複合関係を持っている。

３ 中期前半の集石遺構と遺物も出土した。

４ 浅鉢の内面全面に文様的に彩色された土器が調査

された。多摩丘陵東北部では初の資料である。

５ 大きい浅鉢と有孔鍔付土器に赤彩著しい土器が大

量に出土した。加曾利 EⅠ新期の生活に集中して

いる。
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６ 複弧半隆帯文のみで、撚糸文・縄文など地文を持

たない土器が加曾利 EⅠ期に大量に出土した。

神明後遺跡は、これまで中期後半の短期継続型集落

と見なされてきた。阿玉台Ⅰ b式新相の住居１軒が知

られているが、中期後半の住居密集部から離れた位置

にあったためである。この遺跡は中期前半の集石遺構

や遺物の出土と、中期前半の住居は一般に台地縁より

奥部に多いこと、遺跡の発掘率が２割に達していない

ことから、中期後半（加曾利 E各期）の継続型集落

ではあるが、短期継続型集落と断定するのは尚早とい

える。

石棒片の転用や屋外埋甕が人体埋葬も知られている

縄文中期の集落である。

Ⅲ 長期継続型集落の特徴

先の短期継続型集落に比較して、ここで扱おうとす

る市内の縄文中期長期継続型集落は、住居件数が１００

件以上確認され、縄文時代中期のほぼ全期間にわたっ

て住居跡が確認されている集落をさす。具体的には大

井地区の２つの遺跡、一つは西ノ原遺跡、もう一つは

東台遺跡を取り上げる。ともに武蔵野台地北東部にお

ける最大級の縄文時代集落遺跡である。

ここでは次の視点で概論を進め、

①住居が営まれてから、廃絶に至るまでの集落変遷

②拠点集落として機能したのはいつの時期なのか

を検討してみる。長期継続型集落を大別して形成期・

発展～盛期・衰退期の３期に分けて、土器形式から分

類した。ただ、両遺跡とも遺跡範囲内における未調査

部分も多く、未だ全貌が明らかになったとは言えない

状況ではあるが、今後の検討材料に資する立場で記述

する。

西ノ原遺跡を取り上げる。福岡江川同様の湧水川で

富士見市境を流れる「さかい川」の右岸に位置し、新

河岸川の河口から約３㎞の内陸に位置する。旧石器時

代・縄文時代早期～後期・平安時代・中世に亘る複合

遺跡である。総面積は約１０ha で、発掘調査率は約４０％

である。縄文時代の遺構と遺物は、早期・前期・中期

・後期前半に亘っている。中期の中でも、中期初頭は

希薄であり、中期末の加曾利 EⅣ期も無いに等しい。

遺跡の主体は、縄文時代中期前半の阿玉台式Ⅰ b期か

ら加曾利 EⅢ期にかけての時期である。

２００８年３月現在で、１４１地点に及ぶ調査で１８０軒を超

す住居跡が環状集落として形成されていることが判明

した。これまでの調査率からみて竪穴住居の総数は２２０

～２５０軒に達すると思われる。

縄文中期集落としての西ノ原遺跡は、大別して形成

期・発展～盛期・衰退期の３期に分けられ、土器形式

から細分して１３期まで分類できる。

形成期は、阿玉台Ⅰ b期から勝坂Ⅱ期新相（西ノ原

１期～５期）までで、西ノ原集落の基盤となった段階

である。特徴は、住居相互は３０～５０m離れて遺跡の西

側から南部にかけて弧状に７軒が配置され、さかい川

に向かって下る北向きの緩斜面の上部に分布し、広場

を取囲むという住居配置には至っていない。先述した

亀居遺跡の亀居Ⅰ～Ⅳ期に対比される時期である。こ

の期は亀居遺跡と比較して、住居数・集石土坑をはじ

めとする遺構数・住居の規模ともに劣るといえる。た

だ、住居相互の切り合いがないというのは共通してい

る。このことが当該期の特徴ともいえなくもない。

発展～盛期 勝坂Ⅲ期から加曾利 EⅡ期に至る期

間である。この期に遺跡中央を中心として、住居が円

弧上に配置される勝坂Ⅲ期から加曾利 EⅠ新期まで

と、遺跡の東寄りを中心に住居が配置される加曾利 E

Ⅱ期とに分けられる。住居は深く作られ、壁溝を持ち、

建替や拡張が一般的に見られ、住居南入口部に埋甕が

出現するのは加曾利 EⅠ古式期であり、その後も継

続する。朱塗土器・有孔鍔付土器が目立ち、焼粘土塊

出土から集落内での土器作りが確認され、土製品や土

製円板も多く出土し始める。全ての住居に多いのでは

なく、特定の住居にのみ多い特徴がある。６５号住居か

らは２３個の土製円板が出土している。加曾利 EⅡ式

期が最盛期となり７３軒が確認され、遺跡の東側に住居

分布の中心が移り、それまでの環状からは東におよそ

１００m程ずれた位置に新たに環状集落が形成された。

また、祭祀を思わせる遺物群や、軟玉製品や、異系

統の土器が特に多い住居もあり拠点集落としての要件

を備えてきている。西ノ原遺跡が拠点集落として機能

したのは、勝坂Ⅲ期から加曾利 EⅡ期にかけての時

期である。また、その後半の加曾利 EⅡ期には、住

居配置の中心が東に移動することの他、中央部では住
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第２０１図 周辺中期前半遺跡分布

居配置円弧の交点に当たることから、住居の重複、切

り合いが著しい特徴がある。

重要な特徴として、墓坑と推定できる遺構群が住居

空白部に数多く見られることである。

衰退期 加曾利 EⅢ・EⅣ期である。

EⅢ期の住居１軒のみで、EⅣ期には住居は作られ

なくなる。墓坑だけは、加曾利 EⅢから加曾利 EⅣ

期にも引き続いて作られ、かつての生活の場であった

祖先の住んだ地に、墓つくりだけが行われるという残

映期で、後期の堀之内期の墓坑も確認される。

この後、西ノ原遺跡に住居は作られなくなり、さか

い川下流に沿った神明後遺跡や苗間東久保遺跡に居住

地を替えた可能性とも考えられる。

東台遺跡 前述の西ノ原遺跡の南わずか約１㎞、狭

山丘陵北麓を水源とする砂川が唯一崖線を形成する右

岸の台地上で、河口より３㎞入り込んだ内陸の遺跡で、

１７ha の広がりをもつ拠点集落である。４４地点での発

掘調査が行われ時期不明住居跡を除いても１５３軒の縄

文時代住居跡が確認されている。調査率６割。

形成期 勝坂Ⅱ式期以前の集落をいう。現時点で確

認されている縄文時代中期住居跡の内、最も古いのは

１４１号住居で狢沢期に位置づけられる。西ノ原遺跡が

阿玉台Ⅰ b期古相が最古であるので、極めて近い時期

に集落が形成され始めた事は共通し特徴的である。

遺跡中央部から東部にかけて散在し、砂川に向かっ

て下りる緩斜面の上部に分布する。

発展～盛期 勝坂Ⅲ式期～加曾利 EⅡ式期で住居

数が急増・密集して分布する時期である。これまでに

９８軒を確認。住居数のピークは４３軒になる加曾利 E

Ⅰ新式期である。また遺跡中央部には９基の柱穴で構

成される掘立柱建物跡が作られる。桁行７．７２m・梁行

３．９mを測り、主軸はほぼ南北方向を指す。これが遺

跡のシンボル的存在になり、これを中心にしたように

竪穴住居が分布する傾向になり、一般の住居は相互に

重複が目立ち始めるが、掘立柱建物跡との重複は一切

ない。この頃の集落は環状を形成し、その直径は１２０

m前後が読み取れる。続く加曾利 EⅡ式期には前の

時期に比較しやや減少を始めるが、東側にも占地を広

げてくる。

衰退期 住居数はやはり激減する。EⅢ式期で遺跡

東端部から４軒、EⅣ式期は遺跡西側から６軒を数え

る。後者はいずれも柄鏡形を呈する住居である。環状

集落は崩れる。その後の後期に入り、７軒の住居が継

続して作られ堀之内式の３軒をもって遺跡の終焉とな

った。

西ノ原と東台両遺跡は水系は異にするものの、わず

か１㎞離れただけで、ほぼ同面積で同時にかつ長期に

わたって営まれた北武蔵野を代表する縄文時代中期の

長期継続型集落であり拠点集落である。

共に大きい樽型有孔鍔付土器も出土し、塗彩土器や

異系統の土器が顕著であることも共通している。

（今井堯・坪田幹男）

引用・参考文献
大井町遺跡調査会 『西ノ原遺跡』大井町遺跡調査会報告第６
集 １９９６年
大井町遺跡調査会『亀居遺跡』大井町遺跡調査会報告第８集
１９９８年
大井町遺跡調査会 『江川南遺跡Ⅱ・神明後遺跡Ⅰ』大井町遺
跡調査会報告第１６集 ２００５年
大井町遺跡調査会 『西ノ原遺跡Ⅳ・東台遺跡Ⅴ』大井町遺跡
調査会報告第１７集 ２００５年
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第９２表 ふじみ野市内縄文時代遺跡消長表（アミかけは本文で取り上げた遺跡）
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附編 神明後遺跡および駒林遺跡におけるテフラ分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

埼玉県ふじみ野市（旧大井町域内）に所在する神明後遺跡および駒林遺跡は、武蔵野台地北部を構成する台地の一

つである大井台に位置する。大井台は、南西－北東方向に流下して荒川低地に注ぐ福岡江川と砂川堀の２本の河川に

挟まれた低位の段丘であり、２本の河川の間には、それらと平行して、さかい川が流れている。福岡江川と砂川堀の

それぞれの河川の対岸の段丘は、大井台よりも５�ほど高い高位の段丘が広がっている。久保（１９８８）や貝塚ほか編

（２０００）などによる地形分類図では、大井台は立川面に区分されており、その両側の高位段丘は武蔵野面のM２面に

区分されている。なお、立川面については、上位より約４万年前の Tc１面、約３～２万年前の Tc２面、約２～１．５万

年前の Tc３面に細分されている（貝塚ほか編，２０００）が、大井台の詳細な地形面の対比は確認されていない。

神明後遺跡は、さかい川右岸の大井台平坦面上に位置し、駒林遺跡は、福岡江川右岸の大井台平坦面上に位置する。

２００６年に行われた神明後遺跡第２８地点の発掘調査では、縄文時代中期とされる住居跡および集石などが多数検出され

たほか、平安時代の住居跡１軒および時期不明とされた堀跡と溝跡などが検出されている。一方、駒林遺跡第１地点

の発掘調査では、溝跡が検出され、さらにその溝跡の埋積過程において、荼毘跡や道路跡とされる硬化面などが検出

されている。荼毘跡については、そこから採取された炭化材の放射性炭素年代で４８０±８０BPという値が得られている

が、溝跡自体の年代は不明とされている。

本報告は、上記した神明後遺跡第２８地点より検出された堀跡と駒林遺跡第１地点の溝跡覆土中に含まれる指標テフ

ラの調査を行い、その構築年代について検討する。

１．試料

（１）神明後遺跡第２８地点

分析対象とされた堀跡１は、発掘調査資料によれば、さかい川と直交する形で南北方向に伸びており、上幅約３５０

�、下幅７１～１０６�、深さ２００�を測る薬研状の断面形態を呈する。覆土は、上位より１～９層に分層されている。こ

のうち、１～８層は黒褐色～暗褐色を呈するいわゆる黒ボク土であるが、９層は褐色を呈するいわゆるロームからな

る。

試料は、堀跡断面ほぼ中央より、最上部の２層とその直下の４層から堀底直上の９層まで厚さ１０�連続でサンプル

No．１～２０が採取されている。また、上記した地点で一部の試料の採取にとどまった１，３層については、同層が厚く堆

積する中央部右側より、同様にサンプルNo．２１～２９が採取されている。 これらの試料の肉眼観察では、テフラに由

来する砕屑物である軽石やスコリアなどが認められなかったことから、分析対象試料は、最上部覆土を除く３～９層

までの各層位から各１点の計７点を選択した。試料の観察所見および分析対象として選択した試料を表１に示す。

（２）駒林遺跡第１地点

分析対象とされた大溝１は、発掘調査資料によれば、調査区北側から南北方向で本調査区に入り、本調査区内で直

角に曲がり、東側へ向かう。上幅２７５～３３５�、下幅６４～６９�、深さ１７５�を測る薬研状の断面形態を呈する。覆土は、

上位より１～２１層に分層されているが、１，２層は検出面全体を覆っていることから、実際の覆土は３層以下とみられ

る。覆土はいずれも黒褐色～暗褐色を呈するいわゆる黒ボク土であるが、覆土下部の２０層および２１層にはロームに由

来する褐色土粒が多量に含まれている。このうち６～８、１１～１４、１７～１９の各層は、溝跡側壁にブロック状に堆積し

ており、溝跡の主体となる土層は、上位より３～５、９、１０、１５、２０、２１の各層となる。なお、４層と９層は、硬化

面とされ、道路跡と推定されている。また、９層直下の１０層相当からは、荼毘跡とされる遺構が検出されており、荼

毘跡出土の炭化材は４８０±８０BPの放射性炭素年代を示した。（パリノ・サーヴェイ株式会社２００７）
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表１．神明後遺跡第２８地点堀跡１試料一覧

サンプル
No. 土色 備考 調査所見＊ 分析試料

１ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒微量 １層上部／２層上部
２ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒微量 ２層上部
３ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒微量 ２層中部
４ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒微量 ２層中部
５ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒微量 ２層下部
６ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 ２層下部～３・４層上部
７ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 ４層上～中部
８ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 ４層中部 ●
９ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 ４層下部
１０ 黒褐色 径１～２�の褐色土粒少量 ４層最下部～５層上部
１１ 黒褐色 径１～２�の褐色土粒少量 ５層上～中部
１２ 黒褐色 径１～２�の褐色土粒少量 ５層中～下部 ●
１３ 黒褐色 径１～２�の褐色土粒少量 ５層下部
１４ 黒褐色 径５�以下の褐色土粒少量 ６層 ●
１５ 黒褐色 径２～３�の褐色土粒多量 ６層最下部～７層 ●

１６ 暗褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�以下の褐色
土粒多量

７層下部～８層上部

１７ 暗褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�以下の褐色
土粒多量

８層中部 ●

１８ 褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�以下の褐色
土粒多量

８層下部～９層上部

１９ 褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�以下の褐色
土粒多量

９層上～中部

２０ 褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�以下の褐色
土粒多量

９層中～下部 ●

２３ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 １層中部
２５ 黒褐色（やや明るい） 径１～２�の褐色土粒微量 １層下部
２７ 黒褐色 径１～２�の褐色土粒微量 ３層中部 ●

＊資料および堀跡セクションの記載に基づく

表２．駒林遺跡第１地点大溝１試料一覧

サンプル
No. 土色 備考 調査所見 分析試料

１ 暗褐色 径１～２�の褐色土粒少量 １層中部
２ 黒褐色 褐色土粒は認められない １層最下部～２層上部
３ 黒褐色 褐色土粒は認められない ２層中部 ●
４ 暗褐色 褐色土粒は認められない ２層下部～３層上部
５ 暗褐色 褐色土粒は認められない ３層中部 ●
６ 黒褐色（やや明るい） 褐色土粒は認められない ３層下部～４層上部 道路面？
７ 黒褐色（やや明るい） 褐色土粒は認められない ４層下部～５層上部
８ 黒褐色 褐色土粒は認められない ５層中～下部 ●
９ 黒褐色（やや明るい） 径２～３�の褐色土粒少量 ９層上部 道路面？
１０ 黒褐色（やや明るい） 径２～３�の褐色土粒少量 ９層下部
１１ 黒褐色 径１�程度の褐色土粒微量 １０層 荼毘跡検出 ●
１２ 黒褐色 径１�程度の褐色土粒微量 １２層／１５層上部
１３ 黒褐色 径１�程度の褐色土粒微量 １５層 ●
１４ 黒褐色 径１�程度の褐色土粒微量 １５層下部
１５ 黒褐色 径５�以下の褐色土粒中量 ２０層 ●

１６ 黒褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�
以下の褐色土粒多量

２１層上部

１７ 黒褐色 径１０～１５�の褐色土塊少量、径５�
以下の褐色土粒多量

２１層下部 ●

＊資料および大溝セクションの記載に基づく

試料は、上記した溝跡において主体となる土層が認められる断面ほぼ中央より、１～２１層までを対象に厚さ１０�連

続でサンプルNo．１～１７が採取されている。

これらの試料の肉眼観察では、テフラに由来する砕屑物である軽石やスコリアなどが認められなかったことから、

分析対象試料は、２層と主要覆土から硬化面の４，９層を除く各層位より各１点の計７点を選択している。試料の観察

所見および分析対象として選択した試料を表２に示す。
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２．分析方法

試料約２０gを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し去る。

この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフラの本質物

質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手

平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常

に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

なお、軽石または火山ガラスが検出された場合には、屈折率の測定を行い、テフラの特定のための指標とする。屈

折率の測定は、古澤（１９９５）のMAIOT を使用した温度変化法を用いる。

３．結果

（１）神明後遺跡第２８地点堀跡１

結果を表３に示す。スコリアは、サンプルNo．２７、８、１２（３層～５層）

に微量、サンプルNo．１４、１５、１７、２０（６層～９層）に極めて微量認められ

る。スコリアの特徴は、サンプルNo．２７、８、１２では、最大径１．５～２．０�、

他の試料では最大径約１．０�、黒色で発泡やや不良のスコリアおよび褐色で

発泡やや不良のスコリアが混在し、サンプルNo．２７には黒色で発泡不良のス

コリアも認められる。

火山ガラスは、サンプルNo．２７、８、１２（３層～５層）に微量、サンプル

No．１４、１５（６層～７層）に少量、サンプルNo．１７、２０（８層～９層）に中

量含まれる。いずれの試料においても無色透明のバブル型である。

軽石は、サンプルNo．２７、８、１２（３層～５層）に少量、サンプルNo．１４、

サンプル
No. 層位

スコリア 火山ガラス 軽石
量 色調・発泡度 最大粒径 量 色調・形態 量 色調・発泡度 最大粒径

２７ ３層中部 ＋ B･b,B･sb,Br･sb ２．０ ＋ cl･bw ＋＋ GBr･sb １．２
８ ４層中部 ＋ B･sb,Br･sb １．５ ＋ cl･bw ＋＋ GBr･sb １．２
１２ ５層中～下部 ＋ B･sb,Br･sb ２．０ ＋ cl･bw ＋＋ GBr･sb １．２
１４ ６層 （＋） B･sb,Br･sb １．０ ＋＋ cl･bw ＋ GBr･sb １．２
１５ ６層最下部～７層 （＋） B･sb,Br･sb １．０ ＋＋ cl･bw ＋ GBr･sb １．２
１７ ８層中部 （＋） B･sb,Br･sb １．０ ＋＋＋ cl･bw （＋） GBr･sb １．２
２０ ９層中～下部 （＋） B･sb,Br･sb １．０ ＋＋＋ cl･bw （＋） GBr･sb １．２

サンプル
No. 層位

スコリア 火山ガラス 軽石
量 色調・発泡度 最大粒径 量 色調・形態 量 色調・発泡度 最大粒径

３ ２層中部 ＋＋ B･b,B･sb,GB･sb,Br･sb>Br･sg ２．０ （＋） cl･bw,cl･pm ＋＋ GBr･sb １．２
５ ３層中部 ＋ B･sb,Br･b １．５ ＋ cl･bw ＋＋ GBr･sb １．２
８ ５層中～下部 ＋ B･sb,Br･b ２．０ ＋ cl･bw ＋＋ GBr･sb １．２
１１ １０層 （＋） B･sb,Br･b １．０ ＋ cl･bw ＋ GBr･sb １．２
１３ １５層 （＋） B･sb,Br･b １．０ ＋ cl･bw ＋ GBr･sb １．２
１５ ２０層 （＋） B･sb,Br･b １．０ ＋ cl･bw －
１７ ２１層下部 － ＋＋ cl･bw －

表３．神明後遺跡第２８地点堀跡１のテフラ分析結果

＜凡例＞
－：含まれない．（＋）：きわめて微量．＋：微量．＋＋：少量．＋＋＋：中量．＋＋＋＋：多量．
B：黒色．G：灰色．Br：褐色．GB：灰黒色．GBr：灰褐色．R：赤色．W：白色．
g：良好．sg：やや良好．sb：やや不良．b：不良．最大粒径は�.
cl：無色透明．br：褐色．bw：バブル型．md：中間型．pm：軽石型．

表４．駒林遺跡第１地点大溝１のテフラ分析結果

＜凡例＞
－：含まれない．（＋）：きわめて微量．＋：微量．＋＋：少量．＋＋＋：中量．＋＋＋＋：多量．
B：黒色．G：灰色．Br：褐色．GB：灰黒色．GBr：灰褐色．R：赤色．W：白色．
g：良好．sg：やや良好．sb：やや不良．b：不良．最大粒径は�.
cl：無色透明．br：褐色．bw：バブル型．md：中間型．pm：軽石型．

図１．神明後遺跡第２８地点堀跡１の軽石の屈折率
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１５（６層～７層）に微量、サンプルNo．１７、２０（８層～９層）に極めて微量含まれる。いずれの試料の軽石も、特徴

は同様であり、最大径は約１．２�、灰褐色を呈し、発泡はやや不良である。斜方輝石の斑晶を包有するものも認めら

れた。

サンプルNo．１２より抽出した軽石の屈折率の測定結果は、n１．５２５－１．５３２（mode１．５２９－１．５３０）であった（図１）。

（２）駒林遺跡第１地点大溝１

結果を表４に示す。スコリアは、サンプルNo．３（２層）に少量、サンプルNo．５、８（３層～５層）に微量、サン

プルNo．１１、１３、１５（１０層～２０層）に極めて微量認められ、サンプル１７（２１層）には認められない。スコリアの特徴

は、サンプルNo．３では、最大径約２．０�、黒色で発泡不良、黒色で発泡やや不良、灰黒色で発泡やや不良、褐色で発

泡やや不良の各スコリアが混在し、少量の褐色で発泡やや良好のスコリアも認められた。サンプルNo．５から１５まで

の試料では、最大径１．０～２．０�の黒色で発泡やや不良、褐色で発泡やや不良の各スコリアが混在する。

火山ガラスは、サンプルNo．３（２層）に極めて微量、サンプルNo．５～１５

（３層～２０層）までは微量、サンプルNo．１７（２１層）には少量含まれる。サ

ンプルNo．３には無色透明のバブル型と軽石型が混在するが、それ以外の試

料においては無色透明のバブル型である。

軽石は、サンプルNo．３～８（２層～５層）に少量、サンプルNo．１１、１３

（１０層、１５層）には微量認められ、サンプルNo．１５、１７（２０層、２１層）には

認められない。いずれの試料の軽石も、特徴は同様であり、最大径は約１．２

�、灰褐色を呈し、発泡はやや不良である。斜方輝石の斑晶を包有するもの

も認められた。

サンプルNo．８より抽出した軽石の屈折率の測定結果は、n１．５２７－１．５３３

（mode１．５２９－１．５３０）であった（図２）。

４．考察

（１）指標テフラの同定

神明後遺跡第２８地点堀跡および駒林遺跡第１地点大溝のテフラ分析により検出されたテフラの砕屑物のうち、各試

料に認められた軽石は、その特徴から、同一のテフラに由来すると考えられる。当社における標準試料との比較と軽

石の屈折率から、これらの試料の軽石は、平安時代の天仁元年（１１０８年）に浅間火山より噴出した浅間Bテフラ（As

-B：新井，１９７９）に由来する。

両遺跡の各試料より検出されたスコリアについては、遺構の層位と調査区の地理的位置から、完新世に富士山より

噴出したテフラである新期富士テフラに由来すると考えられる。新期富士テフラは、上杉（１９９０）による記載では、

富士黒土層中の S－０から宝永スコリアの S－２５まで記載されており、さらにこの中のテフラによっては、細分され

ているものもあり、５０枚近くのテフラにより構成されている。ただし、給源から離れた神奈川県東部や東京都におい

ては、これまでの低地の調査例から、検出される新期富士テフラの枚数は極端に少なくなり、例えば、縄文時代後期

から弥生時代前期頃までの主要なテフラである S－１０、１１（湯船第一スコリア（Yu－１））、S－１３（砂沢スコリア（Zu））、

S－２２（湯船第二スコリア（Yu－２））、平安時代の９世紀に多量のスコリアを噴出したとされている S－２４－６～８、

さらには江戸時代に噴出した宝永スコリア（F-Ho）などにほぼ限定される。武蔵野台地上の黒ボク土層における分析

事例では、その中の個々のテフラを識別できた例はほとんどなく、これは、黒ボク土層形成過程における撹乱や再堆

積により複数のテフラ層が混交してしまうためであると考えられる。今回の遺構覆土においても、色調や発泡度の同

様のスコリアが、特に濃集する層位も示さずに、広い層位にわたり拡散する状況が認められた。おそらく、これらの

スコリアは、噴出年代の異なる複数のテフラに由来するものが混在している可能性があるが、As-B と混在している

図２．駒林遺跡第１地点大溝１の軽石の屈折率
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ことやスコリアの特徴から、平安時代の S－２４－６～８に由来するスコリアが主体を占めていると考えられる。

両遺跡の全試料から検出された火山ガラスについては、これまでの武蔵野台地の黒ボク土層における分析例により、

無色透明のバブル型は立川ローム層中部に含まれている姶良 Tn 火山灰（AT：町田・新井，１９７６）に由来すると考え

られる。

（２）神明後遺跡第２８地点堀跡１の構築時期について

覆土におけるAs-B の軽石および S－２４－６～８を主体とするスコリアは、覆土上部の３～５層に比較的多い傾向

が認められたが、濃集というほどの産状ではなかった。また、As-B の軽石と S－２４－６～８のスコリアは、全試料に

おいて混在し、かつ両テフラの噴出年代の差異を反映した各テフラの層位的な産状も不明瞭であった。したがって、

覆土中に認められたAs-B の軽石と S－２４－６～８のスコリアは、堀跡の埋積過程において降下堆積したものではな

い可能性が高い。堀跡の埋積は、その覆土の特徴から、降雨時の流水や乾燥時の崩落と重力などにより、堀跡周囲の

堆積物が堀跡内に流れ込むことによって進行したことが推定される。この場合、堀跡底直上の９層からも極めて微量

ではあるがAs-B の軽石が検出されたことから、堀跡の埋積開始時期には周囲の土層中にAs-B が含まれていたとみら

れ、すなわち埋積の開始時期はAs-B の降灰以後、古くともAs-B の降灰した１２世紀初頭より以降である可能性がある。

なお、神明後遺跡より西北西へ約１．３�離れた福岡江川谷頭付近の大井台上に位置する江川南遺跡および亀久保堀

跡遺跡でも、今回とほぼ同規模の薬研状の断面を呈する堀跡が検出されている。特に、亀久保堀跡は、その延長が神

明後遺跡に向かっているとされている。当社では、両遺跡における堀跡について、今回と同様のテフラ分析を行い、

As-B の軽石と S－２４－６～８のスコリアを検出している。ただし、これらの遺跡の堀跡覆土では、As-B の軽石が上

部に多く、下部への拡散が認められないこと、S－２４－６～８のスコリアがAs-B の下位の覆土から産出することなど

から、堀跡の埋積過程において、テフラの降灰があったと考えた。すなわち、堀の構築時期については S－２４－６～

８のスコリアが降灰した９世紀より以前の可能性があるとした。上述したように今回の神明後遺跡第２８地点の堀跡１

の埋積開始時期は１２世紀初頭以降と推定されることから、現時点では、亀久保堀跡と神明後遺跡第２８地点の堀跡１と

は構築時期の異なる遺構の可能性がある。

（３）駒林遺跡第１地点大溝１の構築時期について

覆土におけるAs-B の軽石および S－２４－６～８を主体とするスコリアの産状は、覆土上部に比較的多い傾向を示

したが濃集は認められず、これらはほぼ全試料において混在し、かつ両テフラの噴出年代の差異を反映した各テフラ

の層位的な産状が不明瞭であるなど、前述した神明後遺跡第２８地点堀跡１とほぼ同様の産状を示した。したがって、

駒林遺跡第１地点大溝１覆土中の軽石およびスコリアも溝跡周囲の堆積物中より流れ込んだものと考えられる。

大溝１では１５層よりAs-B の軽石が検出されたことから、埋積初期段階においてAs-B の軽石は既に周囲の土層中に

含まれていた可能性が高い。したがって、大溝１における埋積時期はAs-B の降灰した１２世紀初頭以降とみられ、上

位の１０層と同層位とされた荼毘跡出土炭化材の放射性炭素年代とも矛盾しない。１５層より下位の覆土（２０層および２１

層）については、多量の褐色土粒が含まれることや分析結果においてローム層中に含まれるATの火山ガラスがやや

多い傾向が認められたことなどから、大溝１下部側壁を構成するロームに由来する砕屑物を多く含んでいると考えら

れる。したがって、この層位の覆土でAs-B が検出されなかったことは、覆土の由来がAs-B を含まない下層の土壌で

あることを示唆するものの、２０層および２１層の堆積時期が必ずしもAs-B 降灰以前であることを示すものではないと

考える。現時点では、大溝１の構築時期を決定するまでの資料は得られていないが、埋積の初期段階がすでに１２世紀

初頭以降であったことは、今後の本遺構の構築時期検討における有意な資料と言える。
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町田 洋・新井房夫，１９７６，広域に分布する火山灰－姶良 Tn 火山灰の発見とその意義－．科学，４６，３３９－３４７．

上杉 陽，１９９０，富士火山東方地域のテフラ標準柱状図－その１：S－２５～Y－１１４－．関東の四紀，１６，３－２８．

パリノ・サーヴェイ株式会社２００７「江川南遺跡・第２０地点および駒林遺跡第１地点から出土した炭化材の年代測定」

『埼玉県ふじみ野市 市内遺跡群２』
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書 名 市内遺跡群３ シリーズ名 ふじみ野市埋蔵文化財調査報告第４集

編 集 者 高崎直成 著 者 今井 堯・高崎直成・坪田幹男

編 集 機 関 ふじみ野市教育委員会
所 在 地

〒３５６－８５５５ ふじみ野市大井中央一丁目１番１号
TEL ０４９（２６１）２８１１発 行 日 ２００８年（平成２０年）３月３０日

ふ り が な

所収遺跡地点名

ふ り が な

所 在 地
市町村コード 北緯 調査開始 調査面積 調査原因

遺跡コード 東経 調査終了 � 調査担当者

種別／主な時代・主な遺構・主な遺物

特記事項

かわさき い せきだい

川崎遺跡第２１地点

かわさき いち ぶ

川崎１－６－１０の一部
１１２４５３ ３５°５３′０７″ ２００６０４１１

１２４
個人住宅建設

２５－００３ １３９°３１′０７″ ２００６０４２０ 笹森健一

集落跡／平安住居跡１軒、溝検出・土師器甕、須恵器坏（９世紀）

古代集落の南端で９世紀後半の住居跡を検出。東竈で竈南側（右側）は棚状施設と思われる。

かめ い い せきだい

亀居遺跡第６１地点

かめ く ぼ いち ぶ

亀久保２－１３－４の一部
１１２４５３ ３５°５１′５１″ ２００６１００４

８８
個人住宅建設

３０－０３０ １３９°３０′２７″ ２００６１０１３ 高崎直成

集落跡／縄文中期住居跡１軒、集石２基、土坑１、ピット６検出・縄文土器（阿玉台Ⅱ）、縄文時代石器

中期前半、阿玉台Ⅱ式期古相の住居跡を検出。阿玉台１b式期からⅡ式期と推測する本集落時期の範疇に
入る。

つる が まい い せきだい

鶴ヶ舞遺跡第１０地点

つる まい ちょう め ばん

鶴ヶ舞１丁目６４番６
１１２４５３ ３５°５１′５５″ ２００６０６０５

２０
個人住宅建設

３０－０４６ １３９°３０′４５″ ２００６０６０５ 高崎直成

集落跡／旧石器礫群１基検出

まつやま い せきだい

松山遺跡第４０地点

つき じ ちょう め

築地１丁目１－５
１１２４５３ ３５°５２′２７″ ２００７０２０２

５００
宅地造成７区画

２５－０１０ １３９°３１′４７″ ２００７０３０９ 高崎直成

集落跡／奈良時代住居跡１軒、時期不明土坑１４、ピット１、地下室１、溝１検出・土師器甕、須恵器坏（８
世紀）

８世紀後半の住居跡を検出、北壁中央に竈。

まつやま い せきだい

松山遺跡第４１地点

なか しま ちょう め

中ノ島１丁目２－５
１１２４５３ ３５°５２′３０″ ２００７０２０７

３３０
宅地造成９区画

２５－０１０ １３９°３１′５６″ ２００７０３０５ 高崎直成

集落跡／中・近世溝３、土坑７検出・中世（瓦質鉢、常滑鉢、かわらけ、砥石、板碑、銭貨）

中世末から近世初頭の道跡の側溝と思われる溝を並行して２本検出。近世初頭の新田開発との関連が注目
される。

え がわみなみ い せきだい

江川南遺跡第２２地点

ひがし く ぼ

東 久保１３２－１１
１１２４５３ ３５°５１′４９″ ２００６１０１１

９０
分譲住宅２棟

３０－００７ １３９°３０′４２″ ２００６１１０９ 越村篤

集落跡／旧石器礫群５基検出・旧石器 ナイフ、剥片

礫群は遺跡の東端、川から５０mの近距離にあり、径１～２．５mの比較的小規模なもの。

え がわみなみ い せきだい

江川南遺跡第２３地点

ひがし く ぼ ちょう め ばん

東 久保１丁目１２１番１
１１２４５３ ３５°５１′４９″ ２００７０１２４

６１０
分譲住宅９棟

３０－００７ １３９°３０′３７″ ２００７０３１６ 越村篤

集落跡／旧石器礫群６基、縄文時代中期住居跡１軒、土坑２、ピット３０、近世以降溝４検出・旧石器（石
核、ノッチ）、縄文土器（新道、阿玉台Ⅱ）、縄文時代石器

川から２０mの近距離に径１～２．５mの比較的小規模な礫群、５～１０mの範囲に２，３基の礫群がまとまって分
布する。１９７７年に第１地点として調査した勝坂Ⅰ式期の住居跡のほかに新道式期の住居跡を新たに１軒検
出した。

ひがし く ぼ い せきだい

東 久保遺跡第６４地点

の ちょう め いち ぶ

ふじみ野２丁目１８－６の一部
１１２４５３ ３５°５１′４８″ ２００６１０１２

１１２
共同住宅建設

３０－００９ １３９°３０′５１″ ２００６１０２６ 越村篤

集落跡／中世～近世溝１検出

土地境の溝を検出。

こまばやし い せきだい

駒林遺跡第１地点

こまばやし と ち く かく せい り じ ぎょう ち ない

駒 林 土地区画整理事 業 地内２０
がいく

街区４，８，９

１１２４５３ ３５°５１′５７″ ２００６０７１３
１４６

共同住宅建設

２５－０１３ １３９°３３′２１″ ２００６０８０２ 笹森健一・高崎直成

集落跡／中世溝跡２、道跡、荼毘跡２基検出

時期不明の溝を検出。テフラ分析の結果、１２世紀初頭以降であった可能性あり。溝跡の覆土中に荼毘跡が
構築され検出した炭化材の年代測定の結果中世（AD１３１６－１６０６）の結果を得た。溝跡は西側で北方向へ
直角に曲がり、第２地点の溝に続く。一辺１５０m前後の台形の方形館跡の想定も可能。
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こまばやし い せきだい

駒林遺跡第２地点

こまばやし と ち く かくせい り じ ぎょう ち ない がい

駒 林 土地区画整理事 業 地内１７街
く いち ぶ

区７，８の一部

１１２４５３ ３５°５２′００″ ２００６１１２１
８０

個人住宅建設

２５ － ０１３ １３９°３１′３２″ ２００６１１２９ 越村篤

集落跡／中世溝溝跡検出

南北方向の溝を２３m検出。幅３．５m以上の底幅の広い薬研堀で一辺１５０m前後の台形の方形館跡の想定も可
能。

こまばやし い せきだい

駒林遺跡第３地点

こまばやし と ち く かくせい り じ ぎょう ち ない がい

駒 林 土地区画整理事 業 地内２１街
く かく ち

区３，４画地

１１２４５３ ３５°５２′０２″ ２００６１１３０
３３３

店舗建設

２５－０１３ １３９°３１′３６″ ２００６１２１８ 高崎直成

集落跡／近世溝２、土坑３、井戸１検出・近世陶磁器

用途不明の大形土坑を検出。

にし の はら い せきだい

西ノ原遺跡第１３５地点

の ちょう め

うれし野１丁目２２６－１
１１２４５３ ３５°５１′２０″ ２００６０３１４

１，１６０
集合住宅・店舗建設

３０－００１ １３９°３１′１２″ ２００６０６１９ 高崎直成・越村篤

集落跡／縄文時代中期住居跡１軒、炉穴１検出・縄文土器（加曾利 EⅠ）、縄文時代石器

加曾利 EⅠ新式の住居跡を検出。西ノ原遺跡の加曾利 EⅠ新期の集落は、南側へ偏重する傾向を見せて
おり、１８３号住居跡は当該期集落の南西端に位置する。

しんめいうしろ い せきだい

神明後遺跡第２８地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３０６－１
１１２４５３ ３５°５１′４２″ ２００６０５０８

１，２００
宅地造成

３０－０４１ １３９°３１′４３″ ２００６１００５ 高崎直成・越村篤

集落跡／縄文時代炉穴３、中期住居跡１１軒、集石２３、屋外炉１、屋外埋設土器３、土坑６、落し穴１、ピ
ット９、平安時代住居跡１、中近世溝３、堀跡１検出・縄文土器（勝坂、加曾利 E）、縄文時代石器、土
師器坏、甕、須恵器坏（８世紀後半～９世紀）

斜面地での縄文集落。加曾利 EⅠ新期から EⅢ期の住居跡１１軒を検出した。１７号と２２号住居跡からは内面
に文様が塗彩された浅鉢を検出。平安時代住居より土師器の灯火具と墨書須恵器検出。時期不明の堀跡は、
テフラ分析の結果、１２世紀初頭以降であった可能性あり。

しんめいうしろ い せきだい

神明後遺跡第２９地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３０３－２１，２４
１１２４５３ ３５°５１′４０″ ２００６０５０８

５２
個人住宅建設

３０－０４１ １３９°３１′４２″ ２００６０５１９ 越村篤

集落跡／縄文時代ピット１、古代～中世溝検出・縄文土器（中期後半）

南北方向の溝は底幅の広い薬研堀で、１８、２６地点検出の溝と連なる。

しんめいうしろ い せきだい

神明後遺跡第３０地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３０３－１
１１２４５３ ３５°５１′４２″ ２００６１２１４

６０
個人住宅建設

３０－０４１ １３９°３１′４２″ ２００６１２１９ 越村篤

集落跡／縄文時代ピット５、近世柱穴検出・縄文土器（中期後半）

じょうぜん じ あと い せきだい

浄 禅寺跡遺跡第２６地点

なえ ま しんめいうしろ

苗間神明後３５４－２３，２４
１１２４５３ ３５°５１′３７″ ２００６０４１７

２２６
個人住宅建設

３０－０２２ １３９°３１′５１″ ２００６０６１５ 高崎直成・越村篤

集落跡／縄文時代早期炉穴１０、前期～後期土坑８、ピット２１、近世溝１検出・縄文土器（早期、後期）

早期の炉穴を１０基検出した。２～７m間隔で点在し、足場を共有するような遺構同士の重なりはない。

おお い じゅく い せきだい

大井宿遺跡第１３地点

おお い

大井１－３－３２
１１２４５３ ３５°５１′０９″ ２００６０８２１

６０
個人住宅建設

３０－０１０ １３９°３０′５９″ ２００６０８２４ 高崎直成

集落跡／近世土坑８、ピット６３検出・近世（陶磁器、焙烙、銭貨、分銅）

川越街道大井宿の一角を調査。「天下一」の刻印がある棹秤の分銅を検出。

ほ むら い せきだい

本村遺跡第１１７地点

おお い いち ぶ

大井２－１１－４，６の一部
１１２４５３ ３５°５１′０４″ ２００６０３２２

１，５８２
店舗建設

３０－０３４ １３９°３１′１９″ ２００６０４１４ 越村篤

集落跡／中世～近世溝２、土坑４、ピット１７検出

久田神社跡地で、社地を取り囲む溝を検出。

ほ むら い せきだい

本村遺跡第１１８地点

いちさわ ちょう め ばん

市沢２丁目１２番１３
１１２４５３ ３５°５１′１５″ ２００６０５２４

８０
個人住宅建設

３０－０３４ １３９°３１′２８″ ２００６０５２５ 高崎直成

集落跡／時期不明落し穴１検出

ひがしだい い せきだい

東 台遺跡第４６地点

おお い あざひがしだい

大井字東台６２６－１１
１１２４５３ ３５°５１′０２″ ２００６０９０４

８０
宅地造成

３０－０２４ １３９°３１′３３″ ２００６０９２８ 鍋島直久・越村篤

集落跡／縄文時代中期住居跡２軒、土坑２、集石１検出・縄文土器（勝坂、加曾利 E）、縄文時代石器

加曾利 EⅡ式期の住居で覆土内に集石土坑を検出。

ひがしだい い せきだい

東 台遺跡第４８地点

おお い あざひがしだい

大井字東台６４９－２１
１１２４５３ ３５°５１′０１″ ２００７０１１６

２５
個人住宅建設

３０－０２４ １３９°３１′３０″ ２００７０１２６ 高崎直成

集落跡／縄文時代中期住居跡３軒検出・縄文土器（加曾利 EⅡ）

集落内の住居密集区域で、３軒の住居跡検出。
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西遺跡第１地点試掘調査 西遺跡第１地点本調査

北野遺跡第１地点試掘調査 北野遺跡第２地点試掘調査

川崎遺跡第２１地点Ｈ５１号住居跡

写真図版 １ 261



川崎遺跡第２１地点Ｈ５１号住居竈跡 川崎遺跡第２１地点溝

ハケ遺跡Ｃ区７次調査トレンチ１ ハケ遺跡Ｃ区７次調査トレンチ３

滝遺跡第１２地点試掘調査 長宮遺跡第２５地点試掘調査

長宮遺跡第２５地点ピット１～３ 長宮遺跡第２６地点試掘調査

写真図版 ２262



亀居遺跡第６１地点１６号住居跡

亀居遺跡第６１地点１６号住居跡炉 亀居遺跡第６１地点１６号住居跡炉出土状況

亀居遺跡第６１地点１６号住居跡遺物出土状況 亀居遺跡第６１地点集石１

写真図版 ３ 263



亀居遺跡第６１地点集石２ 亀居遺跡第６１地点土坑１

亀居遺跡第６１地点試掘調査 亀居遺跡第６１地点本調査

鶴ヶ舞遺跡第１０地点礫群 鶴ヶ舞遺跡第１０地点溝

鶴ヶ舞遺跡第１１地点試掘調査 鶴ヶ舞遺跡第１１地点トレンチ

写真図版 ４264



松山遺跡第２５地点Ｈ２０号住居跡 松山遺跡第２５地点Ｈ２１号住居跡

松山遺跡第３７地点試掘調査 松山遺跡第３８地点試掘調査

松山遺跡第３９地点試掘調査 松山遺跡第４０地点試掘調査

松山遺跡第４１地点試掘調査 松山遺跡第４２地点試掘調査
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江川南遺跡第２１地点試掘調査 江川南遺跡第２２地点試掘調査

江川南遺跡第２３地点試掘調査 江川東遺跡第１１地点試掘調査トレンチ３、４

江川東遺跡第１１地点試掘調査トレンチ３、４ 江川東遺跡第１１地点土坑１

江川東遺跡第１１地点土坑２ 江川東遺跡第１２地点試掘調査
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江川東第１３地点試掘調査 東久保遺跡第６４地点試掘調査

東久保西遺跡第１７地点試掘調査 東久保西遺跡第１８地点試掘調査

東中学校西遺跡第２８地点試掘調査 東中学校西遺跡第２９地点試掘調査（西側）

東中学校西遺跡第２９地点土坑１、２ 東中学校西遺跡第３０地点試掘調査
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駒林遺跡第１地点溝１ 駒林遺跡第１地点溝１土層・荼毘跡２

駒林遺跡第１地点荼毘跡１ 駒林遺跡第１地点荼毘跡２

駒林遺跡第１地点溝１内硬化面 駒林遺跡第１地点溝１内出土馬歯
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駒林遺跡第２地点溝１

駒林遺跡第２地点試掘調査全景

溝２ 溝３

駒林遺跡第３地点土坑１ 駒林遺跡第３地点土坑１

駒林遺跡第３地点土坑２ 駒林遺跡第３地点土坑３
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駒林遺跡第３地点井戸１ 駒林遺跡第３地点溝１

駒林遺跡第３地点溝２ 駒林遺跡第３地点試掘調査

西ノ原遺跡第１３６地点試掘調査 西ノ原遺跡第１３７地点試掘調査

西ノ原遺跡第１３８地点試掘調査 西ノ原遺跡第１３９地点試掘調査
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神明後遺跡第２８地点試掘調査 神明後遺跡第２９地点試掘調査全景

神明後遺跡第２９地点溝１

神明後遺跡第３０地点トレンチ４

浄禅寺遺跡第２６地点本調査全景西側 浄禅寺跡遺跡第２６地点本調査全景東側

写真図版 １１ 271



浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴２

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴３ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴４

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴５ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴６

浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴７ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴８
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浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴９ 浄禅寺跡遺跡第２６地点炉穴１０

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑２

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑３ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑４

浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑５ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑６
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浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑７ 浄禅寺跡遺跡第２６地点土坑８

浄禅寺跡遺跡第２６地点溝１ 浄禅寺跡遺跡第２６地点溝１

浄禅寺跡遺跡第２８地点試掘調査トレンチ 浄禅寺跡遺跡第２８地点溝１

大井宿遺跡第１２地点試掘調査 大井宿遺跡第１３地点本調査
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大井宿遺跡第１３地点本調査土坑２～４ 大井宿遺跡第１３地点本調査土坑５～８

大井宿遺跡第１４地点試掘調査 大井氏館跡遺跡第２１地点試掘調査

本村遺跡第１１７地点試掘調査全景 本村遺跡第１１７地点北側

本村遺跡第１１７地点南側 本村遺跡第１１７地点溝１トレンチ１～３
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本村遺跡第１１７地点溝１トレンチ４～５ 本村遺跡第１１７地点溝１トレンチ６

本村遺跡第１１７地点トレンチ６～９、１５ 本村遺跡第１１７地点溝１トレンチ１０

本村遺跡第１１７地点溝１トレンチ１３

本村遺跡第１１７地点溝１柵列

本村遺跡第１１７地点柵列
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本村遺跡第１１８地点落し穴 大井戸上遺跡第５地点試掘調査

東台遺跡第４５地点試掘調査 東台遺跡第４５地点遺跡見学会

東台遺跡第４６地点試掘調査遺構確認作業 東台遺跡第４７地点試掘調査

東台遺跡第４８地点９９号住居跡 東台遺跡第４８地点１００号住居跡
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東台遺跡第４８地点９９、１００、１７０号住居跡

東台遺跡第４８地点１７０号住居跡 東台遺跡第４８地点作業風景

遺物洗浄 注記作業

写真図版 １８278



川崎遺跡第２１地点Ｈ２７号居住跡 No．８ 遺構外 No．１２

川崎遺跡第２１地点Ｈ２７号居住跡 No．７

長宮遺跡
第２５地点
No．２２

長宮遺跡
第２５地点
No．２２ 裏

長宮遺跡第２５地点 No．１７

長宮遺跡第２５地点 No．１５・１６

長宮遺跡 第２５・２６地点 出土遺物 ハケ遺跡 Ｃ区７次調査２・３・４号住居出土土器

ハケ遺跡 Ｃ区７次調査５号住居出土土器 ハケ遺跡 Ｃ区７次調査６号住居・遺構外出土遺物

表

裏

２６地点

２号住居跡 ３号住居跡

４号住居跡

６号住居跡
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亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．１ 亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．１

亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．２・３ 亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．４～１８

亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．１９～３７ 亀居遺跡第６１地点１６号住居跡 出土土器No．３８～５９

亀居遺跡第６１地点１６号住居跡No．６０，６１・ピット１～３・遺構外１～９ 松山遺跡第３９地点 出土土器１～６

ピット

遺構外
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江川東遺跡第１１地点出土石器 江川東遺跡第１１地点
出土石器裏

駒林遺跡第３地点 出土遺物

東中西遺跡第２９地点・西ノ原遺跡１３６・１３７地点出土遺物

２９地点溝

２９・３０地点試掘

３０地点

浄禅寺遺跡第２６地点 出土遺物

神明後遺跡第２９・３０地点 出土遺物

東中学校西遺跡第２９地点

西ノ原１３６地点 西ノ原１３７地点
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大井宿遺跡第１３地点
出土遺物 土坑２No．１

大井宿遺跡第１３地点
出土遺物 Ｐ５０No．１１

大井宿遺跡第１３地点出土遺物 土坑２No．２

本村遺跡 第１１７地点出土遺物

大井宿遺跡
第１３地点銭貨

大井宿遺跡
第１３地点銭貨 裏

大井宿遺跡 第１３・１４地点出土遺物

大井宿遺跡 第１４地点出土遺物

大井宿１３ Ｐ５０ 分銅 大井宿１３ Ｐ５０ 分銅

東台遺跡 第４８地点 出土土器

東台遺跡 第４８地点 出土土器NO．１～１６
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松山遺跡第４０地点全景

松山遺跡第４０地点Ｈ３３号住居
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